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市
川
り
ぬ
。
千
縮
刷
削
際
問
方
へ
取
付
て
、
伊
藤
を
ぽ
被
外
へ
伴
ひ

出
づ
。
伊
雄
大
手
の
脇
の
柵
に
も
た
れ
か
・
お
り
、
銀
も
う
つ
け
た
る

手
を
負
た
る
は
と
云
ム
。
各
引
連
て

、滋
揮
が
宅
迄
入
て
示
談
の
上、

伊
藤

E
ば
上
方
筋
へ
立
退
く
。
柏
野
の
甥
迄
は
可
行
と
訟
も
ム
時

分
、
伊
勝
附
削
指
衛
門
御
成
政
と
て
訓
刑
制
仰
が
宅
へ
数
人
抑
寄
す
。
山
山
部

出
迎
へ

‘伊
藤
は
是
正
居
不
申
候
.
や
さ
が
し
あ
れ
と
云
ム
。
各
や
さ

が
し
す
れ
ど
も
不
見
。
兆
段
言
上
す
れ
ば
公
益
怒
て
止
ぬ
。
か
桜
の
印
刷

に
て
術
部
一
生
千
石
忙
て
終
る
。
共
後
大
西
金
右
街
門
と
改
相
惜
し・

立
永
十
五
六
年
の
頃
九
十
飴
議
陀
て
病
死
す
。

伊
藤
も
千
石
を
給

す
。
北
ハ
巾M
は
頭
形
民
て
、
ょ
の
少
し
向
〈
大
な
る
耳
の
付
た
る
白
也
。

松
任
の
披
K
被
成
御
磁
候
時
の
事
と
。
千
悶
聖
書
門
医

一
、
津
間
勘
兵
衛
岡
山
に
て
鉛
合

大
坂
立
陣
岡
山
に
て
掛
仲
間
助
兵
術
と
鉛
を
合
せ
た
る
早
川
太
兵
術
と

い
ふ
も
の
、
北
ハ
後
賀
州
へ
野
来
る
。
勘
兵
衛
内
仰
を
突
た
る
時
.
互

の
心
治
ぽ
え
有
之
、鎗
の
穂
先
少
許
折
た
る
よ
し
。
共
紋
子
物
語
の
首

尾
籾
合
て
去
る
。
太
兵
術
本
多
能
登
守
へ
か
-
A

へ
ら
れ
た
り
と
云
。

一
・
松
平
伯
脊
使
者
の
役
抑
制
耐
の
先
悟

一
冗
和
の
初
央
村
織
津
於
江
戸
、
微
妙
公
並
御
家
中
の
都
共
闘
安
に
制

可
思

d
設

巻

十

λ

て
訴
へ
た
り
。
此
帥
闘
に
付
江
戸
よ
り
御
不
詳
巾
来
る
。
共
御
答
の
依

に
松
平
仙
刑
者
を
被
命
。
伯
智
則
御
，
制
し
た
り
。
仙
制
明
官
邸
武
功
は
し
れ

た
る
儀
左
れ
ど
も
、
無
分
別
に
て
不
口
上
也
。
何
と
て
探
津
が
相
手

被
成
可
巾
哉。

い
た
も
の
に
被
命
た
り
。
伯
智
も
鯨
忽
に
御
問
中
た

一
統
陀
批
判
し
ぬ
。
横
山
山
城
は
最
前
も
大
俗
の
申
介
首

り
と
て
、

尾
能
く
調
へ
た
り
o
n
E
K
可
仰
何
事
と
上
下
沙
汰
せ
り
。
共
子
治
部

父
の
伯
母
u
E倣
て
云
ム
。
御
夜
中
一
統
の
刑
判
K
候
へ
ば
・
円
L
非
と

も
御
断
可
然
哉
と
一
京
ふ
。
伯
者
云
。
我
等
の
担
…
分
別
・不
口
上
は
殴

は
能
く
御
存
知
也
。
然
K
我
等
御
使
被
仰
付
候
は
・
各
の
芯
寄
と
我

得
心
得
と
は
特
別
也
。
江
戸
へ
参
候
は
ピ

、山眠
中
か
或
は
併
淀
川
K
て

成
と
も
‘
帰
休
と
参
合
次
第
に
迎
不
遜
に
切
殺
し
.
我
錦
町
は
自
殺
す

べ
し
。
殿
は
上
の
締
殿
九
な
れ
ば
.
モ
れ
ほ
ど
の
様
に
て
大
事
に
も
成

ま
じ
。
銀
共
御
断
り
の
被
仰
分
は
.披
州
を
被
逃
候
へ
ば
、前
後
飽
き

首
尾
と
存
中
。
共
を
殿
K
は
思
召
候
て
我
絡
を
被
遣
も
の
也
。
各
が

長
刑
判
不
可
用
と
云
ム
。
治
部
も
御
4

ん
と
て
退
出
す
。
以
後
江
戸
よ

り
、
撮
泳
一
品
無
故
し
て
主
君
の
邸
主
訴
へ
巾
俗
、
御
附
胞
に
不
及
と

て
‘伯
を
も
不
能
叫
臨
時
町
制
大

て
大
坂
陣
戦
功
御
意
の
案
文

プL




